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１．はじめに
　1960 年代以降の高度成長期を経て、日本は経済大国といわれる世界第 2 位の地位を築いた。しかし遠からず





























































































































































































































ら教わる「学生期」の時代がおよそ 20 年。それから社会に出て働いた「家住期」が 20 年。教わり続けて 40 年。こ
の間に学んだことを生かして、次の 20 年は自分なりに世の中に何がしかの提案をしていく、そんな仕事にチャレ
ンジしようと思いました。実際に独立したのは 40 歳でした。中小企業診断士として活動を始めたのが 43 歳くらい
ですから、あと 20 年あるとすれば 63 歳まではこの仕事をしようかと考えております。
　それを過ぎたら、いよいよ林住期を考えないといけない。仕事をみんな辞めて別の世界に入ろうかな、とも考え
ております（笑）。40 歳からの独立は大変ですよ。生活の不安もあるし。ただ女房も働いておりましたから、すぐ
飯が食えなくなるとは思わなかったですが。そして事務所をつくったときに、私の親しいデザイナーが「一緒にや
りませんか？」と言ってくれたんですね。彼のおかげでスタートから飯が食えたんです。彼経由でどんどん仕事入
ってきましたから。
８．マーケティングの重要性
　マーケティングの定義はいろいろあります。ドラッカーは「顧客の創造」といいます。要するに、求められる価
値を商品・サービスという形で提案する、するとその価値を良いと言ってくれるお客さんが現れてくる、という意
味が「顧客創造」です。どんな商売でも価値とお金が交換されている訳です。「それ良いね」と言ってもらえる価
値を常に提案し続けるのがマーケティングの使命です。マーケティングの４つの要素というのは、製品、価格、販
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売促進、販売経路です。製品は価値を設計するということです。その価値を顧客に分ってもらえるよう努力するの
が販売促進、プロモーションです。その製品を顧客の許にどうやって届けるかを考えるのが販売経路です。
　何を持って「価値」とみなすか、分り易くいえば｢不｣の状態の解消です。不がつく言葉を辞書で探すと、不満、不足、
不信、不利、不便、などたくさんありますよね。不には、気付いていない不と気付いている不があります。気付い
ている不を事業化するのは簡単ですが、気付いていない不を発見し事業化するのは容易ではありません。しかし、
いち早く気付いた誰かが、それを解消する商品・サービスや提供方法を工夫して提示すると爆発的に支持されます。
たとえば、不便を解決する仕組み、不便を裏返せば便利です。コンビニエンスストアがそうです。コンビニエンス
ストアという商売の価値はまさに不便解消です。この業態が日本で最初に登場したのは 1974 年、当時は夜中まで
店を開けている小売店・スーパーは非常に少なかったと思います。東京でもお店屋さんは大体７時くらいに店が閉
まっていた。セブン・イレブンが「７時から 11 時までやります」と言った時、「そんな夜中にだれが買物をするのか」
と笑われました。不便解消という価値を提案して今では小売業の優等生となりました。ただ、近年は食品スーパー
も 24 時間営業するようになったので、この優位性は崩れましたが。
９．最後に
　まず、小さな舞台でいいから一度、「勝つ」という経験をすることが大切です。勝つと言うのは別に「喧嘩して
相手をやっつけろ」とか「ライバルを出し抜け」という意味ではなく、「自分に勝つ」ということです。具体的には、
「俺はここまでやった」という実感をもてる努力をする、場面を作るということです。長い人生では、めげそうになる、
困難にくじけそうになる、そうした機会はたくさんありますが、乗り越えていこうとする気力はそうした実感、記
憶から出てきます。人生のできるだけ早い時期に、そういう経験をすると、その後は「どうしようかな」と迷う場
面でも、乗り越えられることが多くなるはずです。目先、悲観するような状況でも長期的には楽観という態度が身
に付きます。
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